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１．はじめに
近年のバレーボール界において選手の大型化傾向は著しく、先頃ロ本で行われた世界選手権大会
においてもり)子は200cm以上（蛾長身者217cm)、女子は190cm以_'二の選手が数多く出場していた。選
手の大型化に伴い、攻撃戦術は著しく進歩し、’'１でもパックのプレーヤーがアタックラインの手前
でジャンプ゜をし、空1111差（前方へ空'二１１移動）を利)|Ｉして攻撃を仕推ﾄけるバックアタックは、1984年
のロスオリンピックで優勝したアメリカリ)子チームが完全な戦術として、コンビネーション攻撃の
中に取り入れて以来、重要な攻撃手段として定着してきている。
日本においても1994年に[１本リーグからＶリーグへと名称が変わり、外国人選手の参加が認めら
れたこともあり、各チームともバックアタックを積極的に取り入れるようになってきた。
そこで本研究では、Ｖリーグ男子においてバックアタックがどのような目的で取り入れられ、実
際にどういったパターンで使われているかに観点をおき、前|Ⅱlの研究（1995年度）に引き続き、ゲ
ーム分析を通して検討していくことにした。
2．用語の定義
トスの高さ、またはセッターの手からボールが１Mkれてから、アタッカーが打.つ|蹄'１１１までの１１寺IlI]に
よって各攻撃群を分類したものが表１である。
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表１各攻撃群の分類
攻撃群テンホ
速攻群第１テンホ
②ＷＢＡ（ダブルバックアタック）
一度のコンビネーション攻撃の中で、二人のバックプレーヤーが同時にパックアタックを仕掛け
る攻撃をいう。
③Ｆ集
フロントのコンビネーション攻撃のうち、セッターを境にその前方、あるいは後方にフロントプ
レーヤーを集めるようにコンビネーションを組むことである。
④Ｆ分
フロントのコンビネーション攻撃のうち、セッターの前方、後方にフロントプレーヤーを分散さ
せるようにコンビネーションを組.むことである。
⑤ＦＷＱ 
フロントのコンビネーション攻撃のうち、二人のフロントプレーヤーが同時に第１テンポ(速攻）
の攻撃を仕掛けることをいう。
⑥ＣＯＮＢ出現率
バックアタックに関する出現率で、コンビネーション攻撃の中にバックアタックが組み込まれた
全ての打数を、全体のコンビネーション数で害Ｉつた書I合のことである。
⑦打数出現率
パックアタックに関する出現率で、パックアタックの打数として出現した数を、全体の攻撃打数
で割った害１１合のことである。
３．研究方法
①標本
本研究の標本は、1992年度第26回日本バレーボールリーグ男子大会の予選リーグ戦のうち、ＶＴＲ
録画した22ゲーム、８５セットと、1995年度第２回Ｖリーグ男子大会の予選リーグ戦の12ゲーム、４３
セットである。
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丁 ンポ 攻撃種類
群 第１テンポ Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの速攻
時間差群 第２テンポ レフト、ライト平行ダブル前セミ後セミ1人時間差パックアタンク（コンビネーション）
オープン群 第３テンポ レフト、センター、ライトでのオープントス及びバックゾーンからのﾄス（バックアタックを含む）
その他 二段攻撃（ツー攻撃）ダイレクトスパイク
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②測定方法
本研究は、データを収集するために、ゲームを一度ビデオテープに録画し、後日再生して私案の
記録用紙に記録し、集計した。測定した項目は以下の通りである。
・攻撃種類の分類
攻撃の種類（コンビネーション攻撃）をフロントとパックに分け、フロントにおいては第１テン
ポ、第２テンポ、その他の３項目に集計した。
・ポジション別のバックアタック
ポジションごとにバックアタックの出現を集計した。
・攻撃パターンの分類
一回ごとのコンビネーション攻撃について、その組み合わせによって攻撃パターンを分類した。
以上の項目について、コンビネーション攻撃の出現率、打数の出現率、また攻撃パターンについ
ては決定率を算出した。
4．結果及び考察
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図１攻撃種類
コンビネーション攻撃打数（'95リーグ）
2886本
フロントのみのコンビネーション
873本（30.2％）
Ｂ・Ａを含めたコンビネーション
2013本（69.8％）
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コンビネーション攻撃打数（'９２リーグ）
6107本
フロントのみのコンビネーション
3026本（49.5％）
Ｂ・Ａを含めたコンビネーション
3081本（50.5％）
図２コンビネーション攻撃
ここではＶリーグレベルにおけるバックアタックの出現率や決定率などについて、'92第261Ⅱ11三１本
リーグ（以下'92リーグ）と外国人避手が参加した'95第２厄|Ｖリーグ（以下'９５リーグ）の二つを比較
検討しながら考察を進めていく。
１）パックアタックの出現率の各リーグごとの比較
本研究において、対象となった各リーグごとにおける全ての攻撃打数は、’95リーグでは4105本で
あり、一方'92リーグでは8415本であった。このうちオープン攻撃（第３テンポ）を除いたコンビネ
ーション攻撃の総打数は、それぞれ2886本（'95リーグ)、6107本（'92リーグ）であった。図１は攻
撃種類の打数出現率を示したものであるが、コンビネーション攻撃中、最も出現率の高かった攻撃
は、両リーグともフロントの第２テンポ（時間差群）の攻撃であった。パックアタックの出現につ
いては、３年間で増大傾向が見られた。パックアタックは'95リーグより６年前にさかのぼる'89リー
グでは、約20本に１本の害１１谷(5.6％)でしか使われていなかったものが、約６本に１本の割合(１６．５
％）にまで出現するようになった。
また決定率についても'92リーグではパックアタックがフロントのどの攻撃よりも一番低かった
のに対し、’95リーグではフロントの時間差群よりも上lIlるなど、フロントの攻撃とほぼ同じ決定率
を示したことからも、各チームがバックアタックを確実にフロントのコンビネーション攻撃と絡ま
せながら使いこなせるようになってきたといえる。
また図２はコンビネーション攻撃をフロントのみのコンビネーション攻撃と、パックアタックを
含めたコンビネーション攻撃に分類したものであるが、’９２リーグでは、バックアタックを含めたコ
ンビネーション攻撃が50.5％と約半数であったのに対し､'95リーグでは､69.8％と約2/3がパックア
タックを組み込んだ攻撃であった。
このように３年間のうちにパックアタックが組み込まれた攻撃が多く使われるようになった要因
としては、セッターの対角に強打者を配置し、フロントの攻撃者が２人の場合に、その少ない攻撃
者の数を補う目的でバックアタックを仕掛けるフォーメーションが定着し('92リーグ)、さらに攻撃
の質を高める目的でセッター対角以外の者が、フロントの攻撃者が３人の場合でもパックアタック
を仕掛けるようになったため、パックアタックを組み込んだ攻撃が多く使われるようになったもの
－４２－ 
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と考えられる。
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図３ポジション別のバックアタック
２）ポジション別の各リーグごとの比較
コンビネーション攻撃におけるバックアタックをポジション別に分けたものが図３であるが、各
リーグともにライトポジションからのバックアタックの打数が、半数以上（'９２リーグ･53.4％、’９５
リーグ・50.5％）を占めた。このことは、フロントの攻撃の組み合わせがレフトとセンターを主体
としていることが多いことから、レフトとセンターに相手ブロッカーを引きつけ、フロントの攻撃
者のいないライトポジションからのパックアタックが多くなるものと考えられる。その他のポジシ
ョンについては、一度のコンビネーション攻撃の'１１で、二人のバックプレーヤーが同１１寺にバックア
タックを仕掛けるＷＢＡが、多く出現するようになった。パックアタックはセッター対角以外のプ
レーヤーも積極的に参加するようになったといえる。
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図４攻撃パターンの種類
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表２パターン別のバックアタック（決定率を含む）
ＣＯＮＢ ＯＮＢイＩ数
１２７２２６７ 
２６９ ４０ 
２０１３ ４７５ ２６５ 
ＣＯＮＢ打数決定
２０７８ ２４１ 
４０６ 
１２０ ２０ 
４７７ 137 
３０８１ ７２８ ３５５ 
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（896）Ｆ分
(65.6%）Ｆ集Ｂ外
Ｂ中
図５パターン別のバックアタック
３）パターン別の各リーグごとの比較
次にバックアタックのコンビネーション攻撃を、パターン別に分けたものが表２，lZXI5である。
バックアタックとフロントアタックを合わせた全てのコンビネーション攻撃のうち、フロントの攻
撃者をセッターの前方あるいは後方に集め、その逆サイドから仕掛ける、Ｆ集Ｂ外"が、’95リーグ・
63.2％、’９２リーグ・67.4％であり、打数のlMil率も各リーグそれぞれ562％、65.5％であった。こ
のようにフロントの攻撃者をセッターの前方あるいは後方に集め、その逆サイドに空Ⅱnを作り、そ
こからバックアタックを仕掛けるというように、バックアタックを十分に生かすことのできる状態
をフロントで組み立てながら、攻撃していくパターンの出現率が高かった。
次に出現率の高いパターンは、両リーグともｗＦ集ＷＢＡ〃で、’95リーグ・’6.3％（打数の出現
率は26.5％)、’９２リーグ･15.5％（打数の111,現率は18.8％）であった。このパターンはフロントの攻
－４５－ 
， ９５リ ￣ グ C 打 決定 Ｃ出現率(％） 打１Ｍ11率(％） 決定率(％）
F集Ｂ外 ２７２ 267 148 6３．２ 5６．２ 5５．４ 
F分Ｂ'１１ 269 4 2４ 1３．４ ８．４ 6０．０ 
ＦＷＱＢ外 １４４ 4２ 2４ 7.1 8.8 57.1 
F集ＷＢＡ 328 126 6９ 1６．３ 2６．５ 5４．８ 
計 2013 475 265 5５．８ 
， ９２リ ￣￣ グ ＯＮＢ 打数 Ｃ出現率(％） 打出現率(％） 決定率(％）
F集Ｂ外 2078 477 241 6７．４ 6５．５ 5０．５ 
F分Ｂ中 406 9４ 4１ １３．２ 1２．９ 4３．６ 
ＦＷＱＢ外 120 2 ８ 3.9 2.7 4０．０ 
F集ＷＢＡ 477 6５ １５．５ 1８．８ 4７．４ 
計 3081 728 355 4８，８ 
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撃者が二人の場合のみに出現し、各チームによって全く出現しないチームと出現率の高いチームと
に分かれた。
その他、フロントのコンビネーションがレフト、センター、ライトと分散して、そのバックゾー
ンからバックアタックを仕掛ける「分Ｂ中〃は'９５リーグ･13.4％（打数の出現率は8.4％)、’９２リ
ーグ・13.2％（打数の出現率は12.9％）であった。このパターンは、フロントの攻撃者が三人の場
合に多く出現するパターンであった。
またフロントの攻撃者がグブルクイックに入り、その外｜111からパックアタックを打つ､ＦＷＱＢ外〃
は'９５リーグ・7.1％（打数の出現率は8.8％)、’９２リーグ・3.9％（打数の出現率は2.7％）であった。
このパターンも、ほとんどがフロントの攻撃者が三人の場合に出現するパターンであった。
このようにパターンガリでみると、両リーグともフロントの攻撃者をセッターの前方あるいは後方
に集め、その逆サイドからバックアタックを仕掛けるという、空間を使ったパックアタックのパタ
ーンが多かったが、’９５リーグにおいては、Ｆ集ＷＢＡ〃や、ＦＷＱＢ外〃といったその他のパター
ンが増大傾向にあることからも、各チームとも多彩な攻撃を仕掛けるようになってきたといえるだ
ろう。また上記のようにnＦ集ＷＢＡ"、nＦ分Ｂ中"、、ＦＷＱＢ外〃のパターンはほとんどがフロン
トとパックのプレーヤーを合わせるとlL1人が攻撃を仕掛けており、ⅢＦ集Ｂ外"のパターンにおいて
も’95リーグでは、フロントの攻撃者が三人の場合でも全体の30％程度使われるようになってきて
いることから、相手のブロッカー三人に対して四人が攻撃を仕掛けるという複雑なコンビネーショ
ン攻撃が数多く見られるようになってきたといえる。
次にパターン別の決定率を見ると、’92リーグでは出現率が高いにも関わらず、１Ｆ集Ｂ外"が最も
高かったが、’９５リーグではどのパターンもさほど大きな差が見られなかった。各チームが硴実に
色々なパターンを使いこなせるようになったということだろう。
５．結論
以上のような結果から、Ｖリーグ男子においてコンビネーション攻撃におけるバックアタックの
出現率は高くなり、またあらゆるポジションから出現するようになったことで、パックアタックを
含めたコンビネーションのパターンが複雑になってきたことが明らかになったが、その中でもフロ
ントとバックのプレーヤーを合わせた四人攻撃が多く見られるようになった。したがってパックア
タックをコンビネーション攻撃の中に取り入れ、’''1W広い攻撃をすることで、戦術的により効果的で
あることが実証された。
バックアタックを使う目的が、今まではフロントの攻撃者が二人の場合に、その少ない攻撃者の
数を補うというものから、その目的以外により決定率を上げるために、攻撃の質を高める目的で使
われるようになったといえる。
本研究は、Ｖリーグレベルのチームにおけるパックアタックについて、出現率やポジション別の
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出現頻度について調査し、それをもとにどの様なパターンでコンビネーション攻撃が行われている
のかを検討してきた。今後は後衛でのリベロ制やラリーポイント制の導入等のルール改正により、
選手はオールラウンド的な動きよりも各ポジションでの専門的な動きが求められるため、ＷＢＡの
ような複雑な攻撃は少なくなるかもしれないが、バックアタックの出現自体はさらに多くなるもの
と予想される。
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